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皆さんが今年学んでいるセミネール十一巻は私が初めて参加し、

編集した最初のラカンのセミネールです。ラカンは１９６４年１月

１５日、高等師範学校のデュサーヌ講義室にやってきました。そこ

はコメディ・フランセーズの有名なフランス人女優にちなんで名づ

けられた場所でした。そこで彼は言いました。「皆さん、社会科学高

等研究院の招きで私が行う一連の講義で、私は精神分析の基礎につ

いてお話しましょう」。 

 

 まさにそのとき初めて、私は彼の姿を目にし、話すのを耳にした

のでした。その日、彼が講義を終えたとき、彼は高等師範の学生た

ちに自分のもとに来て、自己紹介することを求めました。私は連れ

立って行きました。そして彼は私たちに名前を尋ねました。そこで

彼は住所を書くことを求め、握手しました。私の記憶が正しければ

ですが、私は彼のシェーマのうちのひとつの間違いについて質問し

ました。心理学ジャーナルにも同じ間違いがあったのです。彼の反

応は肯定的でした。その年、二、三度、１９６４年の一月から六月

の間に、彼はちょっとした質疑応答の集まりのために高等師範でわ

れわれと個人的に会ってくれました。例えば、セミネール十一巻、

十二章の終わり、１４９ページで以下のように述べたとき、「あとで
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気づいたのですが、前回、私は一般に広く受け入れられた公式で終

えましたが」。 彼は彼の公式について彼に質問した私的集まりのひ

とつに暗に言及しながら言うのでした。「転移は無意識の現実のはた

らきなのです」。 

 

 十年後、私はセミネール十一巻を編集しました。公衆のためにし

たのではありません。私はまさに彼のために、試練への返答として

やったのです。思い出話をお許しください。１９７３年に私が着手

したときまで、ラカンの学生の多くは彼に彼のセミネールを自分た

ちが編集してよいかどうかを尋ねていました。しかし、彼らはいつ

も速記を並べ替えたり、彼の発言と自分たちの考察をより合わせた

りしようとしたので、彼が本当に満足することはけっしてありませ

んでした。たとえ二、三の要約をあちこちに載せることを許したと

きでも、彼はいつも不満を言っていました。彼は自分のセミネール

のうちのひとつの完全な原稿も拒絶していました。それは高等師範

の卒業生の手によるものでした（彼はこの仕事に一年を費やしたの

です）。そこで私は彼に少しずつやるのがよいでしょうと言いました。

一文ずつ、全ての講義を構成するひとつの章たりとも削除すること

も、移動することもなく、編集するのがよいと言ったのです。今日、

こうしたことはさも当然に思われますが、当時、ラカンが言ったこ

とは全て書き留めて、研究する価値があるとは人々はまだ思ってい

なかったのです。 

 

 私がそう言った時点で、編集はそのようになされるべきだったの

です。彼は私を見つめました。私の想像ですが、そのまなざしのな

かに何かをすっかり読み取ったのです。いくらか真剣に彼は私を見

つめました。そして言ったのは、「証明してみなさい」。それだけで

した。彼が「証明してみなさい」と言うまで、私は自分がやりたい

などとは全く思ってもみませんでした。私はまさにその瞬間、それ

に気づいたのです。「証明してみなさい」は試練の言葉です。彼は私

の中にあった欲望に気づいたのだ、と思います。そして同時にそれ

を証明することは自分自身を証明することを導いたのです。さらに、

彼は論理学の言葉でそれを言うには十分洞察力があったので、その

ような試練の言葉を用いたのだと思います。こうして彼は私の論理

的側面にも気づいたのです。彼は私の言葉を捉えて、責任を求めま

した。「言うだけではなく、やりなさい」。結局、行動で示すより他
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なかったのです。 

 

 私が彼を満足させることもまた証明しなければならない問題でし

た。彼は満足しないことで有名でしたから。それによって私はいわ

ば自分の運命を決めることになるなどとは知らずに試練に飛び込み

ました。自分が何を言っているかもわからずに、一ヶ月以内に終わ

るだろうと言い切りました。一ヶ月間、昼夜を問わず働いて期限内

に終えました。私は速記から自分で起こしたセミネールの十二の章

の初稿を彼に渡しました。彼はそれを読み、満足しました。直ちに

私は初稿の校正を始めました。完成させる前に、彼といくつかの点

を話し合ったものです。結局、彼はセミネールの全巻を私がやるよ

うに求めました。そんなことは夢にも思いませんでした。ご承知の

とおり、私は今もその作業を完成させていません。そのことでしば

しば私はもっと早くしろと責められています。 

 
 

ジャック・ラカン『セミネール 11 巻』英語版のジャック＝アラン・

ミレールによる序文「context and concept」の冒頭部分を翻訳。 

 
http://blog.livedoor.jp/kay_shixima/ 

 


